
絵　

た
ろ
き
ち
「
お
か
み
さ
ん
」

（
え
か
き
・
新
潟
市
西
区
）

き
ら
っ
人
│
高
橋
佳け

い

生き

さ
ん

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
身
近
な
存
在
」
（
２
・
３
面
）

巻
頭
特
集

●
表
紙
絵
、
４
月
号
か
ら
佐
藤
葉
月
さ
ん
が
担
当

●
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
、
４
年
度
の
新
入
生
を
募
集

●
「
全
国
」目
指
し
春
以
降「
ね
ん
り
ん
に
い
が
た
」

福
祉
に
い
が
た 
第
８
３
５
号（
６
・
７
、
10
～
12
面
）

福祉にいがた
新潟県社会福祉協議会
新潟県長寿社会振興センター
新潟県高齢者総合相談センター
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全
国
の
シ
ニ
ア
が
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
で
交
流
す
る
第
34
回
「
全

国
健
康
福
祉
祭　
神
奈
川
・
横

浜
・
川
崎
・
相
模
原
大
会
」（
愛

称
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が

わ
２
０
２
２
」）
が
11
月
12
日

（
土
）
に
開
幕
し
ま
す
。
そ
れ

に
合
わ
せ
、
新
潟
県
か
ら
の
出

場
選
手
の
選
考
を
兼
ね
た
第
27

回
「
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」（
県
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
、
県
・
新
潟
市
な
ど
共
催
）

は
５
月
か
ら
種
目
ご
と
に
順

次
、県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
全
国
大
会
は
２

年
間
、
開
か
れ
て
い
な
い
だ
け

に
、
全
国
へ
の
出
場
切
符
を
目

指
す
選
手
ら
は
フ
ァ
イ
ト
を
再

燃
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

各
競
技
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
留

意
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
種
目

は
剣
道
や
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
13
競

技
で
す
。
出
場
資
格
は
60
歳
以

上
で
す
。

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が

わ
」
は
11
月
12
日
に
横
浜
ア

リ
ー
ナ
で
総
合
開
会
式
を
実

施
。
翌
13
～
15
日
の
３
日
間
、

県
内
26
市
町
で
過
去
最
多
の
32

種
目
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　
競
技
種
目
は
「
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
」
が
卓
球
や
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
剣
道
な
ど
10
種
目
。「
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
」
が
水

泳
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
18

種
目
。「
文
化
交
流
大
会
」
が

囲
碁
や
将
棋
、俳
句
、健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
の
４
種
目
で
す
。

い
ざ
！ 

に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

目
指
せ
！ 

全
国
切
符

５
月
以
降 

熱
戦
順
次

令和３年にいがた
ね ん り ん ピ ッ ク熱闘 プレイバック

◆
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４

年
１
月
の
間
に
、
高
齢
者
や
そ

の
家
族
等
か
ら
１
５
３
３
人
、

延
べ
２
０
９
８
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
83
％
が
女
性
、

17
％
が
男
性
で
、
電
話
に
よ
る

相
談
が
96
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　
相
談
内
容
で
多
い
の
は
、「
経

済
・
生
活
」「
家
族
・
家
庭
」

に
関
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
身
近
な
人
に
は
話
し
に
く

い
家
族
や
夫
婦
間
の
悩
み
ご

と
、
現
実
的
（
将
来
的
）
な
医

療
・
介
護
の
必
要
性
と
、
そ
れ

に
伴
う
生
活
や
生
計
の
不
安
な

ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４

年
１
月
の
間
に
、
３
２
３
人
、

延
べ
５
７
３
件
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
者
は
女
性
が
77
％
、
男

性
が
23
％
で
、
家
族
が
父
母
に

つ
い
て
相
談
す
る
ケ
ー
ス
が
半

数
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
疑
い
や
症
状
へ
の

対
応
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

関
す
る
相
談
な
ど
の
他
、
家
族

全
体
が
福
祉
的
な
支
援
を
要
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

保健・医療
相談センター：147件
コールセンター：339件

生
き
が
い

福祉サービス
相談センター：158件
コールセンター：117件

経済・生活
相談センター：810件
コールセンター：  21 件

法　律
相談センター：240件
コールセンター：  23 件

家族・家庭
相談センター：695件
コールセンター：  69件

そ
の
他

自
　
殺

医
療
関
係
機
関

認
知
症

医
　
療

精
神
衛
生

趣
味
・
余
暇
活
動

そ
の
他

施
設
・
機
関
・
窓
口

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
認
定
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

仕
　
事

住
宅
・
設
備

土
地
・
不
動
産

税
　
金

年
金
・
保
険
・
手
当

生
計
（
生
活
費
）

そ
の
他

人
　
権

虐
待
（
高
齢
・
障
害
）

金
銭
・
サ
ラ
金

借
地
・
借
家

成
年
後
見

相
続
・
財
産

家
庭
・
離
婚
・
扶
養

そ
の
他

近
所
・
地
域

夫
　
婦

家
　
族

人
生
（
単
身
）

71 0 14 17 19 26 48 25 53 2 7 71 652 35 18 15 6 22 62 38 13 16 31 9 13 90 30 151 97 58 303 86
12 0 32 261 17 17 4 6 19 0 0 92 4 6 0 0 0 3 8 0 0 3 0 0 11 9 0 5 7 4 44 9
■相談内容の例
◯夫（妻）と死別し子どももなく、この先が不安なのでどうしたらいいか相談したい。
◯新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、親がお世話になっている福祉施設の利用について判断しかねている。
◯高齢の親のお金の使い方に不明な点があり、心配している。
◯離れて暮らす親に認知症と思われる症状が見られる。親と同居している親族も疲弊している。

■相談分類別（上段：相談センター件数 2,098 件／下段：コールセンター件数 573 件） （単位：件）

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
・
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

令
和
４
年
１
月
末
ま
で
の
相
談
ま
と
め

●  お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い  ●
相談時間：	月～金曜日（祝日除く）
	 9:00 ～ 17:00
新潟県高齢者総合相談センター 	※令和４年３月 31日まで
　０２５－２８５－４１６５（よいろうご）
新潟県認知症コールセンター
　０２５－２８１－２７８３（にんちしょう・なやみ）

新潟県高齢者総合相談センター閉所のお知らせ
　高齢者やそのご家族が抱える心配事や悩み事の相談窓口として、新潟県社会福祉協議会は新潟県
から委託を受け、昭和63年４月より「新潟県高齢者総合相談センター」を運営して来ましたが、こ
のたび、県の事業見直しに伴い、令和４年３月31日をもって閉所することとなりました。長きに
わたり、皆様にご利用いただきましたことに、厚く御礼申し上げます。
　なお、高齢者の日常生活に関する支援や介護に関する相談は、市区町村に設置されている「地域
包括支援センター」でお受けしています。ご活用ください。
※�「新潟県認知症コールセンター」については、引き続き相談窓口を開設しております。皆様のご
利用をお待ちしております。

社会福祉法人新潟県社会福祉協議会　新潟県高齢者総合相談センター

ダンススポーツ（新潟市）

弓道（弥彦村）

テニス（新潟市）

ソフトボール（新発田市）

剣道（新潟市）

ゲートボール（上越市）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ

11
月
12
日
開
会
式

32
種
目
競
い
交
流
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福祉にいがた 福祉にいがた 第835号福祉にいがた 福祉にいがた 第835号

赤い羽根赤い羽根 情 報赤い羽根
　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
を
祝
う

　
初
め
に
「
赤
ち
ゃ
ん
ハ
ッ
ピ
ー
ギ

フ
ト
」
事
業
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
誕

生
を
お
祝
い
し
て
健
や
か
な
成
長
を

祈
ろ
う
と
、
新
生
児
を
対
象
に
子
ど

も
商
品
券
と
子
育
て
関
連
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
＝
写
真
㊧
＝
。
希
望
者
に
は

「
社
協
だ
よ
り
」
に
赤
ち
ゃ
ん
の
写

真
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
を
お
祝
い

で
き
た
う
え
に
、
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
食
応
援

　
２
つ
目
は
「
お
ぢ
や
子
ど
も
笑
顔

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
で
す
。「
小

千
谷
の
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
と
、
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る

取
り
組
み
で
す
。

　
今
年
度
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
食

で
応
援
し
よ
う
と
、
市
内
の
企
業
や

市
民
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
お
米
６
３
０
キ
ロ
、
ご
は
ん
パ
ッ

ク
３
０
０
個
、
お
菓
子
を
渡
し
ま
し

た
＝
写
真
㊨
＝
。

　
食
品
を
受
け
取
っ
た
人
た
ち
か
ら

は
「
子
ど
も
が
食
べ
盛
り
で
と
て
も

助
か
り
ま
す
」「
思
い
が
け
な
い
支

援
に
感
謝
」「
ぜ
ひ
今
後
も
支
援
し

て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
」
な

ど
、
喜
び
に
満
ち
た
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援

に
つ
な
げ
、
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
し

や
す
く
て
子
育
て
も
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
業
が
実
施
で
き
る
の

も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ

た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために

施設業務の補償プラン１１

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の
傷害事故補償

❷ 通所型施設利用者の
傷害事故補償

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償
施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

〈SJ20-12300 2020.12.28作成〉

施設職員の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

❸ 施設職員の感染症罹患事故補償
（新型コロナウイルス感染症も補償の対象となります。）

❹ 雇用慣行賠償補償

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７

（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中 5,000万円 1億円 3億円

▶保険金額

令和３年度

小
千
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

「
赤
い
羽
根
」配
分
受
け

子
育
て
支
援
へ
２
事
業

　

小
千
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
を
受

け
て
、
子
育
て
支
援
活
動
促
進
事
業
と
し
て
今
年
度
か
ら
新
た
に
２
つ

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
ト
ピ
ッ
ク
ス

職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの言言
ことこと

葉葉
ばば

遣遣
づかづか

いやいや
言言
いい

いい方方
かたかた

がキツくがキツく
嫌嫌
いやいや

なな思思
おもおも

いをしているいをしている

施施
しし

設設
せつせつ

内内
ないない

でケガをしたがでケガをしたが
職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの説説
せつせつ

明明
めいめい

やや対対
たいたい

応応
おうおう

にに
納納
なっなっ

得得
とくとく

できないできない
福祉サービスについて、事業者に相談しても解決しない、また、話しにくい場合は

新潟県福祉サービス運営適正化委員会
〒 950-8575 新潟市中央区上所２丁目２番２号 新潟ユニゾンプラザ３階

TEL . 025 -281 -5609 FAX . 0 2 5 - 2 8 1 - 5 6 1 0
メールアドレス kujou@fukushiniigata.or.jp

相談無料 秘密厳守

特養などの高齢者施設、
訪問介護、障害者の支援施設、
こども園　など

職職
しょくしょく

員員
いんいん

がが
おお願願

ねがねが

いやいや苦苦
くく

情情
じょうじょう

をを
聞聞
きき

いてくれないいてくれない
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〒957-0000  新潟県新発田市富塚1419
島津印刷株式会社

・お問い合わせ・
ご質問やご相談に対し、
弊社スタッフから折り返
しご連絡いたしますの
で、お気軽にお問い合わ
せください。

TEL.0254-27-2101〈担当：吉原・水戸〉

あなたの「本」作りを
お手伝い
編集からデザインまで、

経験豊富なスタッフのサポートを

受けながら作れます!

思い出の写真や記録をまとめたい
自分の体験や想いを残したい
作品集や句集などを作り、友人に配りたい

本作本作本作りりが初が初が初めめててててのの方方方も
安安心心しししててててご相談ご相談
くくだだささささい!い!

シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

新
潟
・
長
岡
・
上
越　
計
200
人

　
シ
ニ
ア
ら
の
学
び
の
場
「
シ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」（
石
上

和
男
学
長
）
は
令
和
４
年
度
も

新
潟
と
長
岡
、
上
越
の
３
会
場

で
開
講
し
ま
す
。
６
月
の
講
義

ス
タ
ー
ト
を
控
え
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
内
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ

ジ
事
務
局
は
、
１
年
次
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
収
束
が
見
通
せ
ず
、
不
自
由

な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
学
び
に
意
欲
的
な
シ
ニ
ア

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
も
前
年
度
ま
で
の
２

カ
年
と
同
様
、
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
少
人
数
で
活
動
す
る

機
会
が
多
い
「
実
践
講
座
」
の

開
講
は
断
念
し
ま
し
た
。

　
カ
レ
ッ
ジ
は
消
毒
や
換
気
の

徹
底
な
ど
、
感
染
対
策
に
万
全

を
期
し
な
が
ら
開
講
・
運
営
さ

れ
ま
す
。
事
務
局
は
「
安
心
し

て
受
講
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　
１
年
次
の
基
礎
応
用
課
程
は

６
月
～
10
月
ま
で
の
間
に
、
多

彩
で
充
実
し
た
15
講
義
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
受
講
生
の
関
心
が
高

い
「
健
康
」
関
連
の
講
義
を
新

年
度
も
充
実
。人
気
の
あ
る「
薬

と
健
康
」
の
ほ
か
「
か
ら
だ
の

動
き
を
よ
く
す
る
為
に
は
何
が

必
要
か
‼
」「
救
命
救
急
の
基

礎
」
な
ど
、
シ
ニ
ア
の
興
味
を

引
く
講
義
が
続
き
ま
す
。

　

ま
た
「
西
洋
音
楽
の
魅
力
」

の
講
義
も
引
き
続
き
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
講
義
は
前
年
度
に
初

め
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
編
入
さ

れ
ま
し
た
。
講
義
に
関
連
し
た

曲
を
講
師
が
鍵
盤
楽
器
で
演
奏

し
披
露
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
趣
向
で
、
受
講
生
の
人
気
を

一
気
に
集
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
地
球
環
境
」
関
連

の
ホ
ッ
ト
な
話
題
で
、
前
年
度

ま
で
は
２
年
次
の
講
義
だ
っ
た

「
私
達
の
暮
ら
し
と
地
球
温
暖

化
問
題
」
が
新
年
度
、
１
年
次

に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
「
高
齢
者
が
知
っ

て
お
き
た
い
法
律
」「
社
会
福

祉
の
基
礎
」
な
ど
、
社
会
の
仕

組
み
や
ル
ー
ル
を
改
め
て
学
べ

ま
す
。

　
一
方
で
「
自
己
表
現
と
関
係

づ
く
り
」「
生
き
が
い
探
し
と

地
域
づ
く
り
」
な
ど
、
よ
り
積

極
的
な
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
も
学
び
を
広
げ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
募
集
人
員
や
開
講
時
期
な
ど

「
募
集
要
項
」
に
つ
い
て
は
８

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
～
10
月 

多
彩
充
実
の
15
講
義

「高齢者のストレスとその予防・解消」

学
ぶ
喜
び 

知
る
楽
し
さ 

尽
き
ぬ
興
味
講
義
ひ
と
こ
ま

「救命救急の基礎」

「自己表現～関係づくりのはじめの一歩」

「西洋音楽の魅力」

令和４年度シニアカレッジ新潟　１年次　募集要項

Ⅷ　問い合わせ先 シニアカレッジ新潟事務局（新潟県社会福祉協議会　地域福祉課内）
〒 950-8575　新潟市中央区上所 2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階　☎ 025-285-1400

Ⅱ　開講期間
１年次 ６～ 10 月 ・講義日数　計 12日間　
	 ・講義時間　基本 13：00～ 16：00（４日間は 10：00～ 16：00）

Ⅲ　募集期間 ３月 15 日から４月 15 日 Ⅳ　受講料 〇基礎応用課程…年額 6,600 円

Ⅴ　１年次の講義名一覧 Ⅵ　講義日程

講義一覧 左
表
「
講
義
」
の
順
番
は
右
表
の
日
程
順
と
は
一
致
し
ま
せ
ん

新潟Ａ 新潟Ｂ 長岡 上越
豊かな人間関係を築くコミュニケーション術 第１回 ６月７日（火） ６月８日（水） ６月13日（月） ６月10日（金）
西洋音楽の魅力 第２回 ６月21日（火） ６月22日（水） ６月20日（月） ６月17日（金）
介護の基本と認知症 第３回 ６月28日（火） ６月29日（水） ７月４日（月） ７月１日（金）
薬と健康 第４回 ７月12日（火） ７月19日（火） ★７月11日（月） ★７月15日（金）
救命救急の基礎 第５回 ★７月26日（火） ★７月27日（水） ７月25日（月） ７月22日（金）
社会福祉の基礎 第６回 ８月２日（火） ８月３日（水） ８月８日（月） ８月５日（金）
自己表現と関係づくり 第７回 ８月９日（火） ８月10日（水） ８月22日（月） ★８月19日（金）
生きがい探しと地域づくり 第８回 ★８月23日（火） ★８月24日（水） ★８月29日（月） ８月26日（金）
高齢者が知っておきたい法律 第９回 ★９月13日（火） ★９月７日（水） ★９月12日（月） ★９月９日（金）
いまニイガタで世界遺産を考える 第10回 ９月20日（火） ９月21日（水） ９月26日（月） ９月16日（金）
私達の暮らしと地球温暖化問題について 第11回 ★9月27日（火） ★9月28日（水） ★10月3日（月） ★10月7日（金）
からだの動きを良くする為には何が必要か‼ 第12回 10月11日（火） 10月12日（水） 10月17日（月） 10月14日（金）
社会・人のつながりと健康寿命 講義時間：午後１～４時。★印の日は午前 10～午後４時
交通事故防止と地域安全活動の実際
人口減少・少子社会における子ども・子育て支援

〇基礎応用課程（２年間）	 ・新潟会場（募集２クラス各 60人）	…… 新潟ユニゾンプラザ（新潟市中央区上所）
　３会場合計 200 人	 ・長岡会場（募集 50人）	………………… アトリウム長岡（長岡市弓町）
	 ・上越会場（募集 30人）	………………… 高陽荘（上越市西城町）	

Ⅰ　募集人員、会場

入学案内や申込用紙をご希望の方は、84円切手を貼付した返信用封筒（長型３号12× 23・５cm）に、ご自分の
郵便番号・住所・氏名を明記の上、下記「問い合わせ先」にご請求ください。

Ⅶ　入学案内・申し込み

シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

４年度入学
新入生募集

※入学資格ー県内在住で、概ね 60歳以上の人

ホームページは「シニアカレッジ新潟」のＨＰ
（右の二次元バーコードから）では申込書を３月 15日に公開。
ネットからも申し込めます。
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県
社
会
福
祉
協
議
会
の
機
関

誌
「
福
祉
に
い
が
た
」
と
「
福

祉
に
い
が
た　

オ
ア
シ
ス
21
」

合
併
号
の
表
紙
絵
担
当
は
た
ろ

き
ち
さ
ん
が
３
月
号
で
終
了
。

４
月
号
か
ら
作
家
佐
藤
葉
月
さ

ん
に
交
代
し
ま
す
。
佐
藤
さ
ん

は
１
年
間
、
担
当
し
ま
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
妙
高
市
在
住
の

30
代
女
性
。
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
作
品
は
、
輪

と
曲
線
が
織
り
な
す
、
波
紋
の

よ
う
な
抽
象
画
で
、
塗
り
つ
ぶ

し
部
分
も
含
め
、
す
べ
て
ボ
ー

ル
ペ
ン
で
描
き
上
げ
ま
す
。
絵

の
イ
メ
ー
ジ
は
本
人
も
「
分
か

ら
な
い
」
そ
う
で
す
。

　
６
年
ほ
ど
前
、
は
が
き
サ
イ

ズ
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
書
店

で
見
つ
け
て
気
に
入
り
購
入
。

そ
れ
か
ら
「
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

使
っ
て
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
丸
を

描
き
、
そ
こ
に
ク
ネ
ク
ネ
の
線

を
足
し
て
い
く
」
と
い
う
抽
象

画
を
描
き
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
合
同
展
覧
会
の
ほ

か
、
個
展
を
開
く
機
会
が
あ
り

「
ユ
ニ
ー
ク
」「
す
て
き
」
と
評

価
を
集
め
ま
し
た
。

　
「
福
祉
に
い
が
た
」
の
表
紙

絵
を
飾
る
こ
と
に
つ
い
て
、
佐

藤
さ
ん
は
「
私
は
楽
し
ん
で
描

い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
皆
さ
ん

も
楽
し
ん
で
見
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
た
ろ
き
ち
さ
ん
は
昨

年
４
月
か
ら
１
年
間
、
担
当
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
た
ろ
き
ち
さ
ん
の
作
品
は
斬

新
な
構
図
や
ア
イ
デ
ア
の
作
品

が
多
く
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

「
か
わ
い
い
」「
す
て
き
」と
フ
ァ

ン
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

掲
載
作
品
の
一
部
を
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
で
再
掲
し
ま
す
。
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新

潟
市
中
央
区
上
所
２
）
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

に
も
効
果
の
あ
る
「
光
触
媒

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
１・
２
階

の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
手
す
り
、

い
す
な
ど
に
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
県
民
の
皆
様
か
ら

さ
ら
に
利
用
さ
れ
や
す
い
施
設

を
目
指
し
ま
す
。

　

光
触
媒
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

酸
化
チ
タ
ン
を
使
用
し
た
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
剤
で
、
ド
ア
ノ
ブ
な

ど
の
設
備
に
塗
布
す
る
と
、
薄

い
膜
を
作
り
ま
す
。
こ
の
膜
は

光
を
受
け
る
と
、
新
型
ウ
イ
ル

ス
も
含
め
、
除
菌
の
ほ
か
、
消

臭
の
効
果
も
発
揮
し
ま
す
。
こ

の
環
境
浄
化
効
果
は
長
続
き
す

る
一
方
、
酸
化
チ
タ
ン
は
人
体

に
は
無
害
と
さ
れ
、
既
に
各
地

の
公
共
交
通
機
関
や
病
院
、
学

校
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
広
く
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
も
今
回
、

多
目
的
ホ
ー
ル
の
ド
ア
ノ
ブ
や

手
す
り
、
親
子
室
内
や
座
席
な

ど
、
利
用
者
の
手
が
触
れ
や
す

い
箇
所
に
施
工
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
図
書
情
報
ル
ー
ム
や

エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
に
も
順
次
、

施
工
す
る
予
定
で
す
。

　
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
は
、
新
型

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
中
で
、
４・
５
階
に
光

回
線
を
導
入
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

環
境
を
改
善
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

開
催
な
ど
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
光
触
媒
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
と
併
せ「
安
心
安
全
で
便
利
」

な
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
を
目
指
し

ま
す
。
貸
し
館
な
ど
、
県
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
新
潟
ユ
ニ

ゾ
ン
プ
ラ
ザ
管
理
室
、
電
話

０
２
５
（
２
８
１
）
５
５
１
１
。

　
県
内
の
、
主
に
障
が
い
者
ら

の
美
術
作
品
を
紹
介
す
る
展
示

会
「
２
０
２
２	

Ａア

ー

ル

Ｒ
Ｔ　

Ｂブ
リ
ュ
ッ
ト

Ｒ
Ｕ
Ｔ
」
が
２
月
１
日
～
６

日
、
新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
日

報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
開
か
れ

ま
し
た
。「
真
柄
ふ
れ
愛
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
」
と
も
題

し
、
公
益
財
団
法
人
「
真
柄
福

祉
財
団
」（
新
潟
市
中
央
区
）

の
主
催
。
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り

文
化
芸
術
活
動
に
も
制
限
や
自

粛
が
続
く
中
で「
目
で
楽
し
み
、

近
づ
い
て
驚
く
こ
と
の
で
き
る

ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」（
真
柄
紀
子
理
事
長
）
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
内
容
は
、
民
間
団
体
・

新
潟
県
ア
ー
ル・ブ
リ
ュ
ッ
ト・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｃ
＝
上
越
市
）
に
依
頼
。
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｃ
は
県
内
の
15
作
家
を
掘
り

起
こ
し
、絵
画
や
工
芸
、陶
芸
、

裁
縫
、
折
り
紙
な
ど
約
１
５
０

点
を
展
示
し
ま
し
た
。
作
家
の

大
半
は
知
的
な
ど
の
障
害
が
あ

り
ま
す
が
、
健
常
者
も
２
人
含

ま
れ
、
15
人
の
う
ち
、
１
人
は

故
人
だ
そ
う
で
す
。

　
展
示
作
品
の
１
つ
、
作
者
自

ら
「
字
描
画
」
と
名
付
け
た
画

法
の
絵
画
は
点
描
画
の
点
の
代

わ
り
に
、
古
典
物
語
や
経
文
な

ど
の
文
字
を
並
べ
て
新
潟
の
風

景
な
ど
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
読
み
終
え
た
１
カ
月

分
の
新
聞
紙
を
几
帳
面
に
４
分

の
１
に
折
り
た
た
ん
で
縛
り
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ

う
な
塊
に
し
て
積
み
上
げ
た
造

形
作
品
も
目
を
引
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
鮮
や
か
な
色
使

い
の
絵
画
や
、
昭
和
の
懐
か
し

い
家
電
を
模
し
た
陶
芸
作
品
な

ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ユニゾンプラザ
多 目 的 ホ ー ル

光
触
媒
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
工

抗
ウ
イ
ル
ス
で
安
心
安
全
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光
触
媒
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
工
さ
れ
る
、多
目
的
ホ
ー
ル
の
ド
ア
ノ
ブ（
写
真
㊤
）と
観
客
席（
写
真
㊦
）

作
者
一
言
「
柄
物
に
あ
え
て
柄
で
合
わ
せ

る
の
が
お
し
ゃ
れ
上
級
者
さ
ん
」

作品「ガラガラ」

佐藤葉月さん

真柄ふれ愛アール・ブリュット展

新
潟
市
で
真
柄
ふ
れ
愛

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

独
創
と
個
性

伸
び
や
か
に

た
ろ
き
ち
さ
ん
の
表
紙
絵

回
重
ね
る
ご
と

フ
ァ
ン
増
え
て

佐
藤
葉
月
さ
ん
４
月
号
か
ら

福
祉
に
い
が
た
表
紙
絵
作
家

た
ろ
き
ち
さ
ん
お
疲
れ
様

た
ろ
き
ち
さ

ん

表
紙
絵
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

波乗りジミー

７月号

仕事帰り

10月号

花
火
８
月
号

花の街

11月号

さ
く
ら

４
月
号

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

12
月
号
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年
度
末
を
迎
え
た
。
１
年

の
巡
り
を
速
い
と
感
じ
る
理

由
の
１
つ
に「
年
度
」が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
お
正
月
で

気
分
を
一
新
し
た
ら
、
す
ぐ

に
新
年
度
で
ま
た
気
分
一

新
。
そ
の
８
カ
月
後
に
は
お

正
月
だ
。

　
「
せ
わ
し
な
い
」の
か
、
再

び「
心
機
一
転
の
チ
ャ
ン
ス
」

な
の
か
。「
新
年
の
目
標
」が

早
く
も
あ
や
し
く
な
り
つ
つ

あ
る
身
と
し
て「
新
年
度
の

目
標
」も
立
て
て
み
よ
う
か
。

	

（
佐
）

ミ
ニ
後
記

福祉福祉にいがたにいがた  第835号

　
新
潟
市
中
央
区
関
屋
大
川
前

に
あ
る
就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ

型
「
あ
ど
ば
ん

す
」
で
生
活
支

援
員
と
し
て
焼

き
菓
子
部
門
を
担
当
し
、
も
う

す
ぐ
５
年
。「
よ
う
や
く
慣
れ

て
、
こ
の
先
も
や
っ
て
い
け
そ

う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
あ
ど
ば
ん
す
」
に
は
精
神

に
障
害
の
あ
る
20
代
～
60
代
の

利
用
者
約
30
人
が
通
い
、
製
菓

（
製
造
）
と
喫
茶
、
清
掃
、
創

作
活
動
の
部
門
に
分
か
れ
作
業

し
ま
す
。

　
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
な
ど
の

焼
き
菓
子
は
ど
れ
も
味
自
慢

で
、中
で
も
「
フ
ロ
ラ
ン
タ
ン
」

は
フ
ァ
ン
が
多
い
そ
う
。

　
「
焼
き
菓
子
部
門
は
２
階
の

一
室
で
生
地
作
り
、焼
き
上
げ
、

包
装
な
ど
、
午
前
か
ら
午
後
に

掛
け
て
作
業
が
続
き
ま
す
」

　
１
年
の
中
で
ク
リ
ス
マ
ス
や

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
あ
る
冬
場
は

焼
き
菓
子
の
書
き
入
れ
時
。
利

用
者
や
、
ほ
か
に
２
人
い
る
焼

き
菓
子
担
当
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
、
商
品
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
ま
す
。

　
「
ほ
か
に
商
品
の
チ
ラ
シ
を

作
っ
た
り
、注
文
を
取
っ
た
り
、

忙
し
い
時
季
で
す
」

　
東
京
の
私
大
で
心
理
学
系
を

学
ん
で
里
帰
り
。
精
神
に
障
害

の
あ
る
人
た
ち
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
相
談
の
仕
事
を
目
指
し

ま
し
た
が
、
職
場
に
は
恵
ま
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。「
母
に
相
談

し
た
ら
、
福
祉
関
係
を
勧
め
ら

れ
た
の
で
す
」

　
社
会
福
祉
法
人
「
新
潟
し
な

の
福
祉
会
」
に
採
用
さ
れ
、
配

属
さ
れ
た
の
は
焼
き
菓
子
部

門
。
当
初
は
不
安
と
戸
惑
い
の

毎
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
利
用
者
さ
ん
と
接
す
る
際
、

話
す
言
葉
に
は
気
を
付
け
ま
し

た
。
何
気
な
い
言
葉
で
も
、
利

用
者
さ
ん
の
気
持
ち
や
考
え
を

左
右
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
の
で
」

　
仕
事
に
は
次
第
に
慣
れ
て
い

き
ま
し
た
。
当
初
、
利
用
者
さ

ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
焼
き

菓
子
作
り
も
「
今
で
は
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
立
場
で
す
。
相
談
も

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」。

　
職
場
を
引
っ
張
っ
て
い
る
自

負
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。

　
生
活
支
援
員

と
し
て
は
利
用

者
の
生
活
面
の

把
握
に
も
努
め
ま
す
。さ
ら
に
、

声
の
発
し
方
や
気
持
ち
の
高
揚

な
ど
、
利
用
者
の
何
気
な
い
変

化
に
も
気
を
配
り
ま
す
。

　
「
で
も
私
は
ま
だ
半
人
前
」

と
繰
り
返
し
ま
す
。「
利
用
者

さ
ん
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
か
ら

も
、私
は
信
頼
さ
れ
た
い
。日
々

の
仕
事
を
通
じ
、
私
も
成
長
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」

焼
き
菓
子
作
業
を
け
ん
引

福 祉 の 現 場
No.56

―	福祉の現場で働く人たちに	
	 思いを聞きました―

田た

口ぐ
ち

　
沙さ

知ち

子こ 

さ
ん

社
会
福
祉
法
人

「
新
潟
し
な
の
福
祉
会
」

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
自
立
訓
練
　

就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型
）

「
あ
ど
ば
ん
す
」
生
活
支
援
員

〒951-8142
新潟市中央区関屋大川前１-２-28
あどばんす
TEL	025（265）5900
E-mail	adobansu@cup.ocn.ne.jp

連

絡

先
喫茶「あどばんす」の中の焼き菓子販売コーナー

パレット新潟店営業日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

３月

…は休業日

2022 年


